
～　なぜ、「統合脳プラットフォーム」に業績を登録するのか？　～

「統合脳プラットフォーム」への業績リストの移行には次のようなメリットがありま
す。
1. 「統合脳プラットフォーム」では、業績に付随する各種ファイル（実験データ、プロトコル、
パワーポイントファイル、自作アプリケーションなど）のアップロード・公開・共有も可能で
す。

2. 業績は各アイテムごとに随時公開していただくことになります（各論文の発表後には、で
きるだけ早くご登録ください）。新着コンテンツがトップページに表示されますので、班員の
研究成果をタイムリーに知ることができるようになります。

3. 業績の各アイテムに質問やコメントをつけることができるので、研究成果についての双
方向性のコミュニケーションが可能となります（登録ユーザのみ）。

4.  「統合脳プラットフォーム」上にご登録いただいた各アイテムについて、閲覧数、ダウン
ロード数を知ることができます。

5.Googleなどの検索エンジンから、業績の各アイテムに含まれる著者名や語句などで検
索すると、直接そのアイテムが検索・表示されるようになります

6. 今後、入力したデータを報告書や科研費の申請のフォーマット等に合わせて出力できる
機能などが追加される予定です。

7.  「統合脳プラットフォーム」は汎用プラットフォームですので、今後、新学術領域や各種
の研究グループの業績登録などにもご活用いただくことができます（INCF Japan Nodeに
お気軽にお問い合わせください）。



①右側のメニュー　　　　　　　　　　　　　から「新規アイテム登録」を選択します

②アイテムタイプ選択で
「Paper」を選択します

③PubMedIDを入力し、
　　　　　　　　を押すと、自動
的にデータが入力されます

⑤インデックスツリーの下
にある“Private”のタブをク
リックし“2009年度”に
チェックを入れます

続いて“Public”のタブをク
リックし“「統合脳」21年度
成果報告”にチェックをい
れます

④論文タイプを選択し
ます

「著書」に該当する総説
は②のアイテムタイプ選
択で「Book」を選択し、入
力してください

インデックスについて

ひとつのデータファイルを、あちこ
ちのインデックス（フォルダのよう
なもの）に関連付けて格納できる
ようになっております
非公開の【Private】に格納した
データを【Public】内のインデック
スに関連付けることでデータが公
開されます

⑥　　　を押すと、登録確認画面 に変わります
確認画面の下部にでてくる、　　　　を押すとXooNipsに入
力したアイテムが登録されます
続けてPaperを登録するときは③から作業を繰り返します

「発表論文」の登録方法

◆　*が付いているものは必須入力項目です。　　それ以外の欄は、自由にお使いください。
◆　PubMedIDがないものは、各欄へ手入力してください
◆　代表的なご業績については、その重要性や意義について、分野外の方々にもわかりやす
い簡単な紹介を日本語で「概要」欄にご記入ください(任意）

言語が“日本語”の場合は選択
し直してください

PubMedID(=PMID）は、PubMedのサイ
ト( http://www.ncbi.nlm.nih.gov/
pubmed/ ）より、フルネーム（ ex. Isa
Tadashi )やキーワードで検索すること
により知ることができます。

→What's PMID??



①右側のメニュー　　　　　　　　　　　　　から「新規アイテム登録」を選択します

②アイテムタイプ選択で
「Book」を選択します

③　*　が付いている、
必須入力項目を中心
にデータを入力します

分担執筆の場合は、
“チャプター”“巻・号・
ページ”も入力をお願
いします

⑤　　　を押すと、登録確認画面 に変わります
確認画面の下部にでてくる、　　　　を押すと「統合脳プ
ラットフォーム」に入力したアイテムが登録されます
続けてBookを登録するときは③から作業を繰り返します

「著書」の登録方法

言語が“日本語”の場合は選択
し直してください

著者の入力についてのお願い

言語が日本語の時は漢字。姓と名
の間はスペース無し：山田太郎

言語が英語の時はPubmedに準じ
た表記(姓と名の間半角スペース・
カンマピリオドなし）：Yamada T

◆「実験医学」や「メディカルバイオ」のような定期刊行誌での日本語総説は、BookアイテムではなくPaper（発表
論文）アイテムとして登録して下さい
◆業績に付随する各種ファイル（実験ローデータ、プロトコル、パワーポイントファイル、自作アプリケーションな
ど）の公開が可能な場合には、できるだけ関連アイテムとしてご登録をお願いします（任意）。版権、著作権には
十分注意して下さい）
◆「PDFリプリントは、出版社の版権や著作権の問題がない場合以外は、添付しないようにしてください。

④インデックスツリーの下
にある“Private”のタブをク
リックし“2009年度”に
チェックを入れます

続いて“Public”のタブをク
リックし“「統合脳」21年度
成果報告”にチェックをい
れます

インデックスの操作方法は、
他の業績と同じ選択方法です



①右側のメニュー　　　　　　　　　　　　　から「新規アイテム登録」を選択します

②アイテムタイプ選択で
「Presentation」を選択します

③　*　が付いている、
必須入力項目を中心
にデータを入力します

⑤　　　を押すと、登録確認画面 に変わります
確認画面の下部にでてくる、　　　　を押すと「統合脳プラット
フォーム」に入力したアイテムが登録されます
続けてPresentationを登録するときは③から作業を繰り返します

「学会発表」の登録

言語が“日本語”の場合は選択
し直してください

著者の入力についてのお願い

言語が日本語の時は漢字。姓と名の
間はスペース無し：山田太郎

言語が英語の時はPubmedに準じた表
記(姓と名の間半角スペース・カンマピ
リオドなし）：Yamada T

「学会発表日」もしくは、「学会初日」
の日付を入力してください

④インデックスツリーの下
にある“Private”のタブをク
リックし“2009年度”に
チェックを入れます

続いて“Public”のタブをク
リックし“「統合脳」21年度
成果報告”にチェックをい
れます

インデックスの操作方法は、
他の業績と同じ選択方法です



①メール“【統合脳】平成21年度成果報告書提出のお願い”に添付し
た「平成21年度Template.doc（ワード）」を使い、研究成果報告書を作
成しておきます
「平成21年度伊佐正.doc」と研究代表者の名前にファイル名を変更
後、任意のパソコンに保存しておきます

②右側のメニュー　　　　　　　　　　　　　から「新規アイテム登録」を選択します

③アイテムタイプ選択で
「File」を選択します

⑥　　　を押すと、登録確認画面に変わります
確認画面の下部にでてくる、　　　　を押すと「統合脳プラット
フォーム」にファイルがアップロードされます

言語が“日本語”の場合は選択
し直してください

「研究成果報告書」の登録

④　①で作成したファイルを
選択します

「タイトル」はファイル名が自
動入力されます

⑤インデックスツリーの下
にある“Private”のタブをク
リックし“2009年度”に
チェックを入れます

続いて“Public”のタブをク
リックし“「統合脳」21年度
成果報告”にチェックをい
れます

インデックスの操作方法は、
他の業績と同じ選択方法です



①ホームに戻ります

注）「新規アイテム登録」時の画面では、
　　インデックス内のデータを確認する

　　ことができません

②登録したデータはすべてPrivateインデックス「2009年度」に収まっていま

す。ご確認ください

「統合脳」業績リストのデータとしての入力方法は上記の通りですが、今後の研究にご活用いただけましたら幸いです

すべて（「発表論文」「著書」「学会発表」「成果報告書」）の業績の登録が終わっ
ていることを確認後・・・・
所属領域を選択し、　　　　　のボタンを押します
　　　　　　押した後でも、編集は可能ですが、
　　　　　　を押した時点の結果を報告書として使わせていただきます
なお「発表論文」「著書」「学会発表」が登録されていない場合は、発表が
なかったものとして扱わせていただきます

*「統合脳プラットフォーム」では随時、データの追加、編集、公開が可能です
報告書としてのデータ入力が終わったことを通知する意味で本操作を行っていただき
ます

*全体の集計が終わり、再度「統合脳プラットフォーム」を自由にお使いいただける状態
になりましたら一斉メールにて連絡差し上げます。それまでの間に「登録完了」を押した
後で、訂正や追加を行った場合は、生理研　林（aihys@nips.ac.jp）までお知らせくださ
い。

*「新規アイテム登録」時の画面では、「登録完了」のボタンは表示されません

「ホーム」に一旦戻ってから操作してください

登録が完了したことを通知する



①ホームを選択

②“Private”を選び
　　「2009年度」を選択

③修正したいファイルを選択

④編集ボタンを押すと、編集が可能になる

編集・訂正が終わったら・・・
⑤画面下部中央にある　　　　を選択

⑥切り替わった画面で　　　　を選択

登録したアイテムの修正方法

ログインしてから操作してください

「新規アイテム登録」の画面になっていると、登録済みのアイテムの確認、及
び編集・訂正ができません

ポイントは、一度「ホーム」に戻ることです
ホームに戻ることによって、「新規アイテム登録」の画面から開放されます



①ホームを選択

②“Private”を選び
　　「2009年度」を選択

③削除したいアイテムを選択

④“Public”を選び
　　「統合脳」21年度成果報告
　　のチェックをはずす

⑤画面下部中央にある　　　　を選択

⑥切り替わった画面で　　　　を選択

⑦上記操作でPublic（公開領域）からアイテム
がはずれると「削除」ボタンが現れる

これを選択するとアイテムが削除される

アイテムの削除方法
（Public（公開領域）に入っている場合）

ログインしてから操作してください



フルネームで検索が可能です

PMIDはこの8桁の数字です

PubMedID(=PMID）は、PubMedのサイト

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/    より、

フルネーム（ ex. Isa Tadashi )やキーワードで検索すること

により知ることができます。

PMIDについての補足
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